
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

令和７年５月３０日 

北区立桐ケ丘郷小学校 

校 長  水上 暁雄 

６月行事予定 

日 曜日 行 事 

1 日 運動会 

2 月 振替休業日 

3 火 
全校朝会 安全指導 運動会（予備） 

岩井自然体験教室説明会（５年） 

4 水  

5 木 体力テスト始 

6 金 Ａ５ 体育朝会 稲作体験（5年） 

7 土  

8 日  

9 月 全校朝会 委員会 水泳指導始 

10 火 
たてわり班活動 

稲作体験予備日（5年） 

 11 水 B４ 

12 木 避難訓練 

13 金 音楽朝会 歯科検診 

14 土  

15 日  

16 月 Ａ５ 全校朝会 

17 火  

18 水  

19 木 音楽鑑賞教室（６年） 

20 金 児童集会 体力テスト終 

21 土  

22 日  

23 月 全校朝会 クラブ 

24 火  

25 水 Ｂ４ 岩井自然体験教室事前検診 

26 木 岩井自然体験教室（５年）始 

27 金  

28 土 岩井自然体験教室（5年）終 

29 日  

30 月 

Ａ５ 全校朝会 

下水道出前授業（4年） 

日光移動教室説明会（６年） 

振替休業日（５年） 

学校だより  

手当てをできる人に 

校長 水上 暁雄 

今回は以前、一緒に勤務した校長先生から伺ったお

話を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このお話を知った時、相手を思いやる気持ちには特別

な力があることを実感するとともに、誰もがその力をも

っているのだと感想をもったことを今でも覚えていま

す。６月はふれあい月間です。学校でも日々、思いやる

ことの大切さやよさを子供たちと共有しているところで

すが、いつも以上に、前向きに意識できるよう生活して

いきます。ぜひご家庭でも、お子様と話題にしてみてく

ださい。 

皆さんは、自分が何グラムで産まれたのか知ってい

ますか。おそらく、概ね 1000グラム台から 4000

グラム台で産まれてきたのではないでしょうか。とこ

ろが、「268グラムで産まれた赤ちゃんが 3200グ

ラム以上まで成長し、無事に退院し元気に育ってい

る」というニュースを聞いたことがありました。268

グラムというのは、標準体重の 10分の１です。その

子が産まれたときの大きさは皆さんの手の平の半分程

度だったそうです。そんな小さな赤ちゃんが無事に育

ったというのです。 

私がそのとき思ったことは「医学の進歩はすごい

な」ということでした。ところが、後日、この子を無

事に退院させた大学病院の医師の話を聞いたとき私の

考えは浅はかだったことに気づきました。医師が言う

には「自分たちは最善の医療を試みた。しかし、この

子の命を救ったのは、ご両親だ」というのです。この

赤ちゃんが産まれてしばらくの間は、心拍数や呼吸が

安定せず、当然、泣くこともできず、危険な状態が続

いたそうです。そんな時、ご両親が保育器の中に手を

入れ、手のひらで体を包み込むようにして、触れてい

たらその時だけは、呼吸も心拍数も安定していたそう

です。そこで、ご両親は交代しながら、一日６時間、

毎日のように赤ちゃんに触れ続けたことが、この奇跡

を生んだのだというのです。 

「手当て」という言葉があります。けがや病気をし

た時の処置のことですが、まさしく「大切な人を思っ

て、手を差し伸べ、触れてあげること」が一番の治療

法なのです。皆さんもけがをした時や、病気で熱を出

したときに、家族がおでこや患部に手を当ててくれた

だけで安心しませんでしたか。おそらくこの「手当

て」というのは、自分が信頼をしている人にだけ叶え

ることができる魔法なのだと思うのです。 



 ふれあい月間 
東京都では６月、１１月、２月に「ふれあい月間」という取組を行っています。いじめの

防止・自殺の予防・犯罪非行の防止や、不登校の対策に関わる課題や解決策を検討して、組

織的な取り組みを推進していくためです。このうちいじめの防止については、この取組を通

して児童一人一人にいじめをしない･させないという社会的資質と、行動できる力を育てる

ことを目標にしています。また、児童へのアンケート調査を行い、いじめの早期発見、解決

を目指します。ご家庭・地域でも、この取組を相手に対する優しさや、挨拶の大切さ、いじ

めの問題点について話し合う機会として、活用していただければと思います。  

 

吹奏楽部について 
桐ケ丘郷小学校の吹奏楽部は、２０年ほど前に発足し今日まで活動をし続けています。

昨年度３月に実施したありがとうコンサートでは、部員のご家庭以外のお客様にも大勢ご

来場いただき、体育館がお客様でいっぱいになりました。ご来場いただいた皆様、ありが

とうございました。令和７年４月１日現在、都内公立学校数は１２５３校ですが、本校の

ようなバンド活動や、管楽器が校内にあるという学校は、約３００校ほどだそうです。北

区の研究演奏会には、昨年度８校の参加がありましたが、吹奏楽部は本校のみでした。こ

のことからも、本校吹奏楽部員は、小学生の時期に大変貴重な経験ができる環境にあると

実感します。そして、教員だけでなく保護者の方にもご協力いただきながら活動している

ので、日々安心して練習に励むことができています。今後も多くの方に演奏を聴いていた

だけるよう、頑張ります。応援よろしくお願いいたします。  

 

  今年度の演奏発表予定  

１０月１８日(土) 

２６日(日) 

オータムフェスティバル（校庭） 

輝く☆未来の星コンサート（北とぴあさくらホール） 

1 月１７日(土) 北区立小学校研究演奏会（北とぴあさくらホール） 

2 月２１日(土)か２２日(日) 東京都小学校管楽器演奏会（なかの ZERO） 

3 月  7 日(土) ありがとうコンサート（体育館） 

 

 

算数少人数指導の様子 
本校では、算数の授業は少人数指導を行っています。単元ごとに担任と少人数担当が連

携して、学習内容や指導法、進度を確認し、授業を進めています。学級の枠を超えた集団

を形成し、一人一人の学習の状況に応じたきめ細かい指導ができます。  

桐郷小の子どもたちが分かる喜びにあふれ、できる楽しさを味わい、確かな学力を定着

できるようにしていきます。  


